
事例発表「東京学芸大学附属小金井小学校の飼育」

関田 義博

東京学芸大学附属小金井小学校副校長の

関田です．よろしくお願いいたします．

まずはじめに，本日はたくさんの先生方

にお越しいただき，盛会にこの会を開催で

きたことを嬉しく思います．ご参加いただ

いた皆様に心より感謝申し上げます．

ではこれから，本校の動物飼育に対する

取り組みについてお話しさせていただきま

す．本校は確かに動物飼育を実践していま

すが，本当に学校としてやるべきことをや

っているというだけですので，ある意味，

基本的な取り組みをしている学校と言える

と思います．中川先生から先ほどご紹介が

ありましたが，保谷第二小学校や柳沢小学

校のように，実績を上げている学校はほか

にもたくさんあると思います．

これは去年生まれた子ウサギです（スラ

イド ．非常にかわいかったので，保護者）

にもらわれていきました．まずは，飼育方

法の前に，どういう目的で飼育するかとい

うことについてお話しします．やはり根拠

となることは，学習指導要領です．動物飼

育は，道徳，理科，生活科，特別活動など

に位置づけられますが，国語やその他の教

科にも関連するところはあると思います．

また，直接体験ということが大切なことと

してあげられるわけですが，単に動物にふ

れ合うだけでなく，糞尿の世話など，日々

の飼育活動に携わらせることが，小学生に

は大切なことだと思い，指導しています．

次に飼育方法ですが，基本的な考え方と

しては，学校全体で飼育していくというこ

とを旨としています．つまり，児童だけで

なく，教職員，保護者などいろいろな方々

に協力いただきながら飼うということで

す．そこで，小動物飼育サポートシステム

という組織をつくって，組織的に取り組ん

でいます．先ほど大竹副学長からお話があ

ったとおり，平成16年度から，中川先生や

学校獣医師である増田先生にお世話になっ

ております．それ以前はお話しできるよう

な状態ではありませんでしたが，平成16年

度からは徐々に改善して，現在に至ってい

るといったところです．具体的には，飼育

舎の整備や飼育方法などについてご指導い

ただいたり，チャボの血液検査を毎年１回

行っていただいております．本校の飼育委

員会は「愛育委員会」と呼びますが，愛育

委員会の指導を月１回行い，そのときには

必ず獣医師の先生方にご指導いただいてお

ります．また，動物ふれあい教室を保護者

． ，も交えて不定期で行っています それから

保護者向けの講演会や，学芸大学の学生さ

んに講義をしていただいたりもしていま

す．その他にも，動物が死んだときに来て

いただき，その対処方法などについてご指

導いただいたりもしています．

次に，先ほどお話しした小動物飼育サポ

． ，ートシステムについてお話しします ただ

このようなシステムは，多くの小学校で取

り入れていると思いますが，基本的には本

園と分園とに分けて考えるということで

す．なぜ，分園が必要かといいますと，た

とえば，教室をひとつの分園と考え，飼育

舎から分園に連れて行った方が，子どもた

ちはより深く動物たちに関われるのではな

いかと考えます．本園と分園という考え方

は，動物飼育だけではなく，本校はビオト

ープ活動も盛んに行っており，そこに生息

するメダカやヤゴも分園である教室に持っ

ていったりもしています．分園は，教室で

あったり，隣の附属幼稚園であったり，ま

たはご家庭であったりと様々です．当然，

このシステムを支えてくださる方々の中に

獣医師の方がいたり，５～６年生の愛育委

員の子どもたちがいたり，休日お世話に来

てくださる保護者の方がいたり，また学校

側としては，環境コーディネーターを廃し
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ています．このコーディネーターは，私と

理科主任の二人です．

これは本園でつい最近撮った写真（スラ

イド）ですが，ここにチャボがいて，こち

ら側にウサギがいます．このウサギは，雌

と去勢した雄です．今年の夏は非常に暑い

， ，ですが 飼育舎の上に木が茂っているので

夕方になると木陰になって厚さを凌げるの

ではないかと思います．これが，今日活躍

してくれた５羽のウサギたちです．またこ

れが今日活躍してくれたチャボたちです．

また，ウサギは雌雄を一緒にするとすぐに

子どもが増えてしまいますので，去勢して

いない雄は隔離してあります．またチャボ

， ，は 雄どうしではケンカをしてしまうので

そのようなチャボも隔離しています．正月

には，学校に入れなくなってしまいますの

で，そのときにはご家庭に御協力いただい

て連れて帰っていただいております．本校

の隣には附属幼稚園がありますが，チャボ

の子どもを産ませたいということなので，

． ，雄のチャボを貸し出しています 休日には

保護者の方々に協力をいただいて，飼育舎

の掃除やえさやりなどをしていただいてお

りますが，その希望者を募る係が私の仕事

です．いつも校長名で文書を作り，飼育サ

ポート隊の募集を２～３か月分まとめて行

います．文書には，活動できる日などを記

入できる欄を作り，そこに記入をしていた

， ．だき これをもとに私が当番表を作ります

多い日は10家庭くらい担当していただくと

きもありますが，少ない日は３家庭くらい

です．本校は学区域が広く，放課後子ども

どうしで遊んだりがなかなかできない状況

です．そこで，この当番の日，作業が終わ

った後で子どもたちが遊ぶ機会とするよう

なご家庭もあります．作業方法は事前にプ

リントを配っておいて，その手順で作業を

していただいております．また，万が一の

ことを考え，危機管理的な対策を立ててお

く必要がありますが，何か緊急事態が生じ

たときは，私の携帯電話に連絡が入るよう

になっています．また，必要に応じて獣医

師の先生に連絡する場合があります．安全

面衛生面に関しては，月に１回チャボの血

液検査をしていただいております．この意

味は，本校のチャボは安心して触れること

ができるということを保護者の方々に伝え

るということです．また，小屋にスズメを

入れないようにして，外部からのウイルス

の侵入を防いでいます．活動している最中

に異変に気づいたら，当番日誌に記入して

いただくことになっています．この活動は

ＰＴＡ活動の一環としても行っていますの

で，子どもも保護者もＰＴＡ保険に加入し

ていただいております．せっかく生きもの

を飼っているのだから，外に情報を発信し

ていきたいということで，昨年は大学で行

っている科学の祭典に動物たちを連れて行

って，地域の方々にふれ合っていただきま

した．これは大学概要という冊子ですが，

その中に附属学校の全体像というところが

あって，そこに本校の飼育動物の写真など

を掲載していただき，動物飼育に頑張って

いる様子をアピールさせていただいたりし

ています．

（ ）東京学芸大学附属小金井小学校 副校長
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２．飼育の方法２．飼育の方法

（１）基本的な考え方（１）基本的な考え方

飼育動物は学校教育に広くかかわるもの飼育動物は学校教育に広くかかわるもの
であるためであるため､､学校全体で動物を飼育する。学校全体で動物を飼育する。

・誰が・誰が……教職員教職員､､児童、保護者児童、保護者

・個人負担でなく組織として育てる・個人負担でなく組織として育てる

小動物飼育サポートシステムの確立小動物飼育サポートシステムの確立






